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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】簡便で汎用性のあるダイナミック CT(DCT)を用い、小肝細胞癌(肝癌)の画像所見から病理組織像を推
察することが可能かどうか検討した。 
【対象・方法】1999年1月～2001年12月までの切除・生検した小肝癌80結節57例を対象とした。DCTの各
時相の結節内所見をhigh/iso/low/mixed(low/high/isoのうち2種類が混在する)densityの4種類に分類し、
腫瘍径、Glisson鞘・被膜形成の有無、腫瘍の発育形式(置換型、膨張型)、分化度を検討した。分化度は原発
性肝癌取扱い規約に準じて早期肝癌(eHCC)、早期肝癌を除く高分化型肝癌(non-early wHCC)、中低分化型肝癌
(mpHCC)に分類した。 
【結果】結節内所見(high/iso/low/mixed)はそれぞれplainで0/43/33/4結節、早期相で37/19/4/20結節、後
期相で0/20/52/8結節であった。分化度はeHCCが19結節、non- early wHCCが8結節、mpHCCが53結節であ
った。早期相でhigh、後期相でlowを示すのはmpHCCや被膜を有するものに有意に多く、早後期相でisoを示
すのはwHCCやGlisson鞘を有するもの、置換型、すなわちeHCCに多かった。被膜を有するものは動脈血優位
であり、Glissonを有するもの、置換型を示すものは門脈血流の存在が示唆された。DCT所見で早後期相とも
isodensity（描出不能）はeHCCに、早期相でisoあるいはhigh density、後期相でlow densityはnon-early 
wHCCに、早期相でhigh、後期相でlow densityはmpHCCに多かった(p＜0.01)。 
【まとめ】特殊な診断機器を用いずとも汎用性のあるDCT像で小肝癌の病理形態が類推でき、質的診断に有用
であると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】簡便で汎用性のあるダイナミック CT(DCT)を用い、小肝細胞癌(肝癌)の画像所見から病理組織像を推
察することが可能かどうか検討した。 
【対象・方法】1999年1月～2001年12月までの切除・生検した小肝癌80結節57例を対象とした。DCTの各
時相の結節内所見をhigh/iso/low/mixed(low/high/isoのうち2種類が混在する)densityの4種類に分類し、
腫瘍径、Glisson鞘・被膜形成の有無、腫瘍の発育形式(置換型、膨張型)、分化度を検討した。分化度は原発
性肝癌取扱い規約に準じて早期肝癌(eHCC)、早期肝癌を除く高分化型肝癌(non-early wHCC)、中低分化型肝癌
(mpHCC)に分類した。 
【結果】結節内所見(high/iso/low/mixed)はそれぞれplainで0/43/33/4結節、早期相で37/19/4/20結節、後
期相で0/20/52/8結節であった。分化度はeHCCが19結節、non- early wHCCが8結節、mpHCCが53結節であ
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った。早期相でhigh、後期相でlowを示すのはmpHCCや被膜を有するものに有意に多く、早後期相でisoを示
すのはwHCCやGlisson鞘を有するもの、置換型、すなわちeHCCに多かった。被膜を有するものは動脈血優位
であり、Glissonを有するもの、置換型を示すものは門脈血流の存在が示唆された。DCT 所見で早後期相とも
isodensity（描出不能）はeHCCに、早期相でisoあるいはhigh density、後期相でlow densityはnon-early 
wHCCに、早期相でhigh、後期相でlow densityはmpHCCに多かった(p＜0.01)。 
【まとめ】特殊な診断機器を用いずとも汎用性のあるDCT像で小肝癌の病理形態が類推でき、質的診断に有用
であると考えられた。 
 本研究は、小肝細胞癌に対するダイナミックCTの有用性を示したもので、その画像所見から小肝細胞癌の病
理組織像を類推し小肝細胞癌の質的診断に寄与すると考えられる。よって本研究者は博士（医学）の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
 
